
必
修

選
択

１前 2 〇 ◎ 〇 ◎ 【ＤＰ１】

１後 2 ◎ 〇 ◎ 専門性の高い看護ケアを探求する能力を修

１後 1 ◎ 〇 得している。

１前 2 〇 ◎

１前 2 〇 ◎ 【ＤＰ２】

１・２前 1 〇 ◎ ◎ 看護学におけるニーズや実践上の課題を科

１後 1 ◎ 〇 〇 〇 学的根拠に基づき、的確に判断・分析する

１前 1 ◎ 〇 〇 〇 能力を修得している。

１・２後 1 〇 〇 ◎ 〇

１後 2 〇 ◎ 〇 【ＤＰ３】

１・２前 1 ◎ 〇 〇 専門的な看護実践の質の向上を目指し、

１・２後 1 ◎ 〇 〇 看護ケアをマネジメントできる能力を

老年・在宅看護学特論 １前 2 〇 ◎ 修得している。

老年・在宅看護方法特論 １後 2 〇 〇 ◎ ◎

精神看護学特論 １前 2 〇 ◎ 【ＤＰ４】

１後 2 〇 〇 ◎ ◎ 「療養支援看護学分野」、「特定実践看護学

１・２前 1 ◎ 〇 〇 分野」から地域包括ケアに関する研究課題に

成人看護学特論 １前 2 〇 ◎ 取り組み、保健医療福祉分野における実践力

成人看護方法特論 １後 2 〇 〇 ◎ ◎
および教育・研究能力を修得している。

成育看護学特論 １前 2 〇 ◎

成育看護方法特論 １後 2 〇 〇 ◎ ◎

１前 2 〇 ◎

１後 2 〇 〇 ◎ ◎

１通 4 ◎ ◎ ◎ ◎

２通 4 ◎ ◎ ◎ ◎

１後～2前 3 ◎ ◎ ◎ ◎

◎：DPを形成する能力に強く関係する　　〇：DPを形成する能力に関係する

保健医療統計学特論

看護倫理学特論

地域医療保健特論

共
通
科
目

難病看護学特論

地域・公衆衛生看護学特論

地域・公衆衛生看護方法特論

研
究
・
演
習
科
目

特
定
実
践
支
援
看
護
学
分
野

療
養
支
援
看
護
学
分
野

専
門
科
目

特別研究Ⅰ

専門演習

必修として
計9単位

医療社会学特論

科目
区分

カウンセリング特論

                                聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻 カリキュラムマップ

配当年次授業科目の名称
D
p
1

D
p
2

D
P
3

養成する人材像

保健医療福祉における連携・協働を推進し、高度な看護実践能力
を備えた人材を育成する。
（１）地域包括ケアの推進と構築を支えるための臨床判断力を備
　　　えた人
（２）地域の人々のニーズに応じて健康に関する諸現象を分析し、
　　　探求する力、マネジメントする力を備えた人
（３）「療養支援看護学分野」、「特定実践支援看護学分野」から
　　　地域包括ケアに取り組み、地域の人々とともに歩む人

地域包括ケアの推進と構築を支えるための学術的基盤に基づく高度で知的な素養を養
うとともに研究的視点を持ちながら、地域に浸透して自身の専門性を活かしたケアを
構築しながら、保健医療福祉分野で指導者・管理者・教育者として貢献できる高度専
門職業人を育てることを目的とする。

聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻の教育研究目的

ディプロマポリシー
ＤＰ：学位授与方針

修了要件
（計30単位以上）

D
P
4

単位数
必修・選択の

区分

特別研究Ⅱ

看護情報活用特論

看護マネジメント特論

キリスト教人間学特論

看護理論特論

看護研究方法特論

選択として
3単位以上

必修として
計11単位

・
必
修
と
し
て
、

主
と
し
て
専
攻
す
る
看
護
学
領
域
の
特
論
2
単
位
、

　
方
法
特
論
2
単
位
の
計
4
単
位

・
選
択
と
し
て
、

主
と
し
て
専
攻
す
る
分
野
及
び
そ
れ
以
外
の
分
野
の

　
選
択
科
目
か
ら
3
単
位
以
上

エンドオブライフケア特論

がん看護学特論

精神看護方法特論


